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研究成果の概要（和文）：本研究では認知症者の社会参加と死亡リスクとの関連、社会参加と関連要因、地域住
民による認知症者の社会参加への支援意識と関連要因を量的研究から検証した。その結果、認知症者の社会参加
が予後改善に寄与する可能性、社会参加内容によって困難度が異なる可能性と介護力によらず社会参加を維持で
きる方策が求められること、地域住民の支援意識は低く、今後認知症者も含む地域の交流促進がその向上に有用
な可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This quantitative study examined the association between social 
participation and mortality risk in people with dementia (PWD). It further examined social 
participation and its correlates in community-dwelling older adults with or without dementia as well
 as the community residents’ perception of social participation among PWD and its correlates. Our 
findings indicate the following: 1) Social participation may contribute to improved prognosis in 
PWD. 2) Difficulties in social participation may depend on its domains. 3) Effective measures are 
required to maintain social participation among PWD, regardless of their familial care availability.
 4) Residents’ perception of social participation by PWD was not positive. However, this 
unfavorable perception may be alleviated by increasing social contact among community residents, 
including contact with PWD.

研究分野：疫学、公衆衛生学、社会老年学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症を対象とする知見の多くは医学的側面から検討されている。本研究では認知症者の社会参加に着目し、複
数のデータを用いて、社会参加促進の根拠および社会参加促進の手がかりとなる知見を検討した。これらは国内
外において高い学術的新規性を有するとともに、今後認知症者の社会参加促進を行うための、政策、公的支援、
地域づくりのそれぞれの場において根拠となる資料として役立てられるものと期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 後期高齢者の急増に伴い、認知症の人やその前段階となる軽度認知障害（MCI）の人の急増が

予測されている (平成 26年度厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業, 2015)。認

知症は生活機能や社会生活に支障をきたす疾患であり、症状の進行とともに就労や地域活動へ

の参加が困難となる。一方、要介護認定を受けていない認知症者も少なくないため、地域からも

公的支援からも孤立している可能性が否定できない。 

 健常高齢者では、社会とのつながりの実態やその心身の健康への影響について数多くの知見

が示されてきた。しかし認知症に関する知見の多くは医学的側面から検証されており、認知症者

の社会参加の実態や健康への影響、また認知症者の社会参加に対する周囲の理解等に関する疫

学的検討は十分とはいえない。今後認知症者が社会と関わりながらより幸福に生きる方策を検

討するため、更なるエビデンスの形成が重要と考えられる。 

 

２．研究の目的 

 本研究では上記の課題意識を踏まえ、次の 5点を研究目的とした（研究開始当初）。 

(1）軽度認知症者およびMCI者における社会活動参加がその後の死亡や要介護認定に及ぼす影

響について縦断データを用いて検証する。 

(2）社会参加の各側面において、認知症や要介護度の進行に伴い、いつ何が困難になりやすいの

かといった特徴を記述的に明らかにする。 

(3）認知症者の社会参加の関連要因を明らかにする。 

(4）認知症者の社会参加に対する地域住民の支援意識の実態とその関連要因を明らかにする。 

(5）以上に基づく教育プログラムを開発し、認知症者を支える住民や家族を対象と想定し予備的

介入評価を実施する。 

 

３．研究の方法 

(1) もの忘れ外来受診者における社会参加と死亡リスクとの関連 

 国立長寿医療研究センターもの忘れ外来を 2010年 7月～2018年 9月までに受診し診断され

た 4952名を対象に、2018年 11月～2019年 1月に郵送質問紙調査を実施し、3731名について

受診後の死亡状況と受診時データとの突合を行った。本研究では、65 歳以上、アルツハイマー

型認知症 (AD)あるいは MCI と診断された者で、社会活動参加（就労等の生産的活動および老

人会などグループ活動への参加有無）項目に回答する 1273名を対象とした。死亡まで日数をア

ウトカム、各社会参加変数を説明変数、調整変数を性、年齢、教育年数、家族構成、生活機能、

抑うつ、アパシー、認知機能、併存疾患、診断名とし、Cox比例ハザードモデルによる解析を実

施した。 

 

(2) 社会参加の各側面と要介護度および認知症有無との関連 

 日本老年学的評価研究（JAGES）が 4保険者と共同実施した、65歳以上の要介護認定非該当

（自立高齢者）男女へのニーズ調査 2019（2019年 11月～2020年 1月実施）より得た 4770名

のデータ、および 65 歳以上の要支援 1～要介護 5（要介護高齢者）男女への在宅介護実態調査

2019（同時期実施）より得た 582 名のデータを用いた。双方の調査には社会参加に関する共通

項目を設け、比較可能なよう設定した。社会参加変数は「外出週 1回以上」「友人・知人との交



流月 1回以上」「地域のグループ活動への参加有無」とした。要介護度については、ニーズ調査

対象者は自立とし、要介護高齢者は該当項目への回答から軽度（要支援 1～要介護 1）および中

重度（要介護 2～要介護 5）に分類した。認知症有無については該当項目への回答に基づいた。

ニーズ調査と在宅介護実態調査とでは年齢や性別分布が大きく異なるため、ニーズ調査データ

に在宅介護実態調査の年齢・性別分布を用いた重み付けを行い、性・年齢を調整した。 

 

(3) 在宅要介護高齢者における閉じこもりおよび社会的孤立の関連要因 

 上記 JAGES在宅介護実態調査 2019データを用いた。本研究では 614名を対象とし、閉じこ

もりは「外出週 1回未満」、社会的孤立は「友人・知人との交流月 1回未満」とした。それぞれ

をアウトカムとし、要介護度、認知症（認知症生活自立度 IIa 以上）、介護保険サービス利用有

無、保険外サービス利用有無、家族介護頻度、教育年数、婚姻、性、年齢を説明変数として、ポ

ワソン回帰分析を分析した。 

 

(4) 一般成人における認知症者の社会参加に対する支援意識とその関連要因 

 全国 20歳～69歳男女を対象とするインターネット調査を 2021年 9月に実施し、1172名の

回答を得た。本研究では、認知症者の社会参加への支援意識について「認知症の人も地域活動に

参加した方が良いと思いますか」「認知症の人や介護するご家族の居場所づくり活動に関わって

みたいと思いますか」2項目を用いて測定し、回答傾向から対象者をカテゴリ化した。当該カテ

ゴリ変数をアウトカムとし、性、年齢、教育歴、婚姻、医療介護資格、学習経験、交流経験、介

護経験その他を説明変数とする多項ロジスティック回帰分析を行った。 

 

(5) 認知症者の社会参加促進に向けた教育プログラムの検討 

 新型コロナウィルス流行に伴い、4)の調査実施が当初計画よりも 6か月遅れた。そのため本研

究期間内では、今後の方策の検討に留まり、実際の介入プログラム試行までを実施することがで

きなかった。 

 

４．研究成果 

(1) 対象者の平均年齢は 78.9 ± 6.3歳、女性 64.3％、ADが 74.2％であった。生活機能等さまざ

まな個人特性の影響を調整しても、地域のグループ活動に参加する人は参加しない人と比較し

て約 28％死亡リスクが低かった。生産的活動と死亡リスクとの関連は男女によって異なり、男

性において生産的活動と死亡リスクとの負の関連がより強くみられた。一方、女性でのみグルー

プ活動に参加する人ほど死亡リスクが低かった。研究成果を日本公衆衛生学会総会（2021年）

において報告した。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 要介護者データでは、85歳以上が 59.0％、女性が 68.1％、要介護 2以上の者が 67.5％であ

った。自立高齢者データ（性年齢分布を補正済）、要介護高齢者データを用いて要介護度別認知

症有無別にそれぞれの社会参加項目分布をみたところ、外出については明確な差異が認められ

ない一方、月 1 回以上の友人・知人との交流有無では要介護度や認知症有無による違いが認め

られた。地域活動参加については、自立者と要介護者との差異が顕著であったが、自立高齢者群

では認知症を有していても約 4 割の地域活動参加がみられた。ただし本研究の対象者中、認知

症のある自立高齢者については、調査協力ができる人に限られるなどの偏りが否定できないた

め、結果の解釈には注意を要する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

(3) 対象地域における要介護高齢者の閉じこもりは、全体の約 24％、孤立は約 57％にみられ、

いずれにも当てはまるケースは全体の約 18％みられた。さまざまな個人特性の影響を調整して

も、閉じこもりには家族介護頻度が関連し、「介護なし」と比較して「ほぼ毎日介護」では約 68％、

「週 4日以下の介護」では約 49％リスクが少なかった。孤立には認知症の有無が関連しており、

認知症がある場合、ない人と比較して約 32％孤立リスクが高かった。いずれも介護保険や保険

外サービス利用との関連は認められなかった。研究成果を日本公衆衛生学会総会（2020年）に

おいて報告した。 

 

 

  

 

図 2 要介護度別認知症有無別にみた
 高齢者の種類別の社会参加 



(4) 解析対象の平均年齢は 44.9歳、女性が 50.1%であった。支援意識 2項目への回答を組み合

わせた結果、「認知症者も地域活動に参加した方が良く、自身も支援活動に関わりたい（積極的

支援群）」は全体の約 2割、「地域活動に参加した方が良いが、自身は支援活動に関わりたくない

（消極的支援群）」が約 5割、そもそも認知症者は地域活動に参加しない方が良いと考える人（非

支援群）が 3割弱だった。さまざまな個人特性の影響を調整しても、消極的支援群と非支援群に

共通して、積極的支援群よりも友人交流や認知症の学習経験が少なかった。さらに非支援群では、

他者への信頼感が低く、認知症の人との交流経験が少なかった。本研究成果を国内学会において

発表予定（登録済）である。なお以上の研究成果はいずれも速報値に基づくため、最終的に論文

化の際には数値が変わる可能性がある。 

 

 以上のように本研究は、認知症者の社会参加を通じた予後改善、ウェルビーイング向上のため

の基礎資料となるいくつかの知見を明らかにした。第 1 に本研究では認知症や軽度認知障害診

断後も社会参加しながら生活することが予後に良好な可能性が示唆された。他者とのつながり

が認知症の進行を遅らせるとの知見もあり (Haaksma, et al., 2019)、より多様なアウトカムと

の関連やメカニズム解明、介入研究等、更なる知見の集積が必要である。第 2に社会参加の内容

をみると、親族以外との交流や地域活動参加は認知症者でより困難な一方、外出は認知症有無や

要介護度によらず比較的維持されている可能性がある。認知機能低下と社会的孤立との関連が

すでに報告されている（東京都健康長寿医療センター, 2018）。本研究は横断調査を用いた相関

研究に過ぎないが、社会参加内容により認知症や生活機能との関連が異なることを明らかにし

た。ただし外出維持には、家族の支援が不可欠な現状も示唆された。独居要介護者が増加するな

か、介護力によらない支援のあり方を検討することが重要である。最後に、一般成人を対象とす

る調査からは認知症者の社会参加促進に向けた地域住民の支援意識は必ずしも高くないことが

示唆された。 

 今後、認知症者の社会参加促進とこれを通じた予後改善・ウェルビーイング（自立や幸福）向

上を図るため、地域、介護サービス、政策という多層での取り組みが重要といえる。本研究内で

は地域における支援意識向上の手がかりを得るべく、関連要因の検討を行った。その結果、支援

意識の向上には例えば従来型の学習機会の提供だけでなく、認知症者を含む地域住民全体での

交流増加や、それに伴う信頼感の醸成が有用な可能性が示唆された。地域で誰でも容易に参加で

きる居場所づくりや外出先整備が認知症者の社会参加やそれを支える人々の支援意識促進に有

効な可能性がある。他方、本研究では介護サービス利用と社会参加との関連は全体として認めら

れなかった。今後は介護事業所や地域包括支援センター等、認知症者を支える実践現場を対象と

した実態把握や社会参加支援促進のための研究蓄積が重要だろう。 
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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